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対象期間

2019年度
（2019年4月1日～2020年3月31日）
一部2020年度の活動も含みます。

対象組織

ノリタケグループ
一部ノリタケカンパニーリミテド単体の
報告も含みます。

方 針

参考ガイドライン

ノリタケは経営計画や業績、また、社会、環境、コーポレート・ガバナンスへの取り組みを積極的に開示することで、ステークホルダーの皆さまに当社
についてご理解いただき、コミュニケーションを図ることを目指し、本報告書を発行しています。

将来予測に関する記述について

本報告書に記載している将来予測に関する記述は、現在入手可能な情報や合理的
であると判断する一定の前提に基づき、作成しておりますが、実際の業績はさまざ
まな重要な要因によって異なる結果になりうることをご承知おきください。

GRI（Global Reporting Initiative）
「サステナビリティレポーティングガイドライン（第4版）」
経済産業省「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」 
ISO（国際標準化機構）「ISO26000」

理念・目次

ウェブサイトでもご覧いただけます

本報告書に記載する内容やより詳細なIR
情報については、当社のウェブサイトでも
ご覧いただけます。
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お客様に心から喜んでもらえる製品を創り出す
［倫理規範］
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「社 是」 「企業倫理綱領」
良 品

お客様を広く海外に求め、世界のお客様に喜んで
もらえる事業を目指す

輸 出

会社や事業に関わるすべての人々が繁栄や幸福を
分かち合う

共 栄

❶ 社是「良品・輸出・共栄」の実践

❷ 法令・社会規範の遵守

❸ 従業員の人権尊重

❹ 地球環境の保全と、 ゆたかで住みやすい
地域社会への貢献

❺ 株主・顧客・地域社会などへの情報開示

コンプライアンス

地域コミュニティとの
調和ある発展と、
事業を通じた社会への
貢献を目指す

適時・適切・公正・迅速な
情報開示に努め、長期的な
価値還元を目指す

働きがいのある環境を整え、
グローバルに活躍できる
人材を育成する

品質安全管理を徹底。
良い製品やサービスを提供し、
ともに発展する

適正な調達慣行を通じて、
社会・環境課題へ
ともに取り組む

ノリタケグループ

お客様

従業員

株主・投資家地域社会

お取引先様

ノリタケグループ企業倫理綱領による
従業員への徹底

環境
持続可能な社会の実現を目指し、
製品ライフサイクル全体を通じた
事業活動に関わる
環境負荷削減活動を推進する
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